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●一般社団法人山梨県鉄構溶接協会

　一般社団法人山梨県鉄構溶接協会（清水一彦
会長　61会員）は、溶接技術者の養成と溶接技術
の向上を目指し、技能講習や職業訓練に力を入れ
ている。6月10日（土）に甲府・ポリテクセンター山梨
で開催した第50回山梨県溶接技術競技大会と第9
回山梨県高等学校溶接競技会にあわせて、初めて

の取り組みとして、会員の取引先による展示商談会
も同時に開催した。
　展示商談会には、溶接機メーカーの実演車3台を
含め会員・賛助会員8社が出展。ポリテクセンターの
駐車場に設置された各社のテントブースには、会員
企業や競技大会の参加者、関係者が訪れ、出展各
社の様々な商品・製品を手に取り、最新の技術情報
に熱心に耳を傾けるとともに、各所で交流が図られ
ていた。
　清水会長は、「今回の展示商談会は、会員が日頃
お世話になっている賛助会員企業や取引先企業の
商品・製品や技術を詳しく知ってもらい交流を深め、
仕事の相乗効果をはかることを目的として初めて開
催した。業界の先行きは不透明だが、来るべきオリ
ンピックの特需を逃さないために会員と賛助会員や
関連取引先企業と手を携えて、業界一丸となって発

展を目指していきたい。」と語った。
　なお、第50回の記念大会となった溶接技術競技
大会には会員企業9社から25名が参加し、優秀者
は10月に行われる全国競技会に県の代表として出
場する。また、9回目となった高校生の溶接競技会に
は高校で溶接技術を学んでいる7校から26名が参
加、2年生以下の上位優秀者2名は県代表として来
年4月に開催される関東大会に出場し、関東ブロッ
クでの上位入賞を目指すこととなった。

●山梨県菓子工業組合

　去る4月21日(金)から5月14日(日)までの24日
間、三重県伊勢市で開催された第27回「全国菓子
大博覧会・三重」に、山梨県菓子工業組合（内田長
久理事長）が出展し、展示即売を通じたPRなどを行
い組合員の商品が各賞を受賞した。
　「全国菓子大博覧会」は、お菓子の歴史と文化を
後世に伝えるとともに、菓子業界と関連産業の振

興、地域の活性
化に役立てるた
め、1911年(明治
44年)に東京で
「第1回帝国菓子
飴大品評会」とし
て始まった。戦争
による一時中断
はあったものの、

名称が「全国菓子大博覧会」となり、地方自治体の
バックアップを受け各都道府県菓子工業組合主催
により全国各地の持ち回りで4年に1度開催される
大きなイベントとして定着している。
　今年は、「お菓子がつなぐ『おもてなし』を世界
へ」をテーマに、全国各地のお菓子が展示・即売さ
れ、また全国の菓匠（手作り菓子の職人）達が伝統
の技を駆使して制作した工芸菓子が披露された。
優秀な作品には皇族による名誉総裁賞、内閣総理
大臣賞などが授与されるが、全国から約2000点が
出品され、山梨県からは16社の21点が入賞した。
　なお、組合のブースには、武田兵糧丸を中心に約
50社の61品が展示され、今後の商品開発・販売促
進に活かすため、ブースを訪れた方にアンケート調
査も行った。また、今回の出品作品を広く県民や観
光客に知ってもらうため、5月16日から5月31日まで

甲府市善光寺の山梨県地場産業センター「かいて
らす」において展示・披露した。

　中央会では、6月7日（水）に甲府市「ベルクラシック甲府」において、大学生と
インターンシップの受入希望企業による「インターンシップ交流会」を開催した。
　これは、大学生等インターンシップ推進事業（山梨県委託事業）の一環として
実施したもので、インターンシップに興味を持つ学生が企業担当者と直接対話
する機会を設けることで、受入企業の情報や就労体験プログラムについての理
解を深め、学生のインターンシップ参加を増やすことが目的。
　交流会は、学生が興味のある企業のブースを訪問し企業担当者から会社概
要やインターンシップ情報等について説明を受けるフリーガイダンス方式で実
施、多くの学生が複数の企業ブースを積極的に訪問し、担当者からの話に熱心
に耳を傾けていた。
　その後のフリータイムでは、学生が企業の若手社員と車座になって行う質問
や意見交換を通じて交流を図る場を設けた。若手社員からは「仕事でやりがい
を感じるとき・働くようになって感じたこと」など今までの実体験を語ってもら
い、学生からは「学生時代にどんなことを学び・活動していたのか」などについて
の質問がされるなど、テーブルごとに終始和やかな雰囲気で学生・若手社員と

もに会話が盛り上
がり積極的な交流
が行われていた。
　企業参加者から
は「学生の生の声
が聞ける良い機会
となった。学生から
インターンシップへ
の参加申込があった。」学生からは「企業担当者からの話を直接聞くことがで
き、就職活動に向けてとても貴重な体験ができた。」という前向きな感想が寄せ
られた。
　中央会では、引き続きインターンシップの受け入れ企業を募集しており、2回
目のインターンシップ交流会の開催を秋頃に予定している。中小企業の人材不
足を背景に、インターンシップを通じた県内大学生等の県内就職や県外大学生
等のU・Iターン就職の促進に継続的に取り組んでいく。

競技大会の出場選手25名

賛助会員企業の出展ブースには多くの方が訪れた

若手社員と学生の交流の様子

インターンシップ交流会を開催インターンシップ交流会を開催
学生との交流会を通して県内企業の魅力をPR学生との交流会を通して県内企業の魅力をPR

◆厚生労働大臣賞…勘助不動餅（㈲竹林堂）
◆優秀金菓賞………桔梗信玄餅万寿（㈱桔梗屋）
◆金菓賞……………極上生信玄餅（金精軒製菓㈱）
◆金菓賞……………甘酒しっとりカステラ（御菓子司 松寿堂）

主な受賞作品

アンケートをとる組合員

山梨県の出展ブースの様子


